


黒 石 市 議 会 だ よ り 平成30年３月１日（2）

平成29年第４回定例会は12月８日から20日までの13日間にわたって開かれ、市長提出の３報告、21議
案、議員提出の２議案を、慎重な審議の上、いずれも原案どおり報告・承認・可決しました。
各議案の議決結果と各会派の賛否一覧は下記をご覧ください。

平成29年第４回定例会の概要

番 号 会 派 名
件 名

自民・公明
クラブ

黒石市民
クラブ

日本
共産党 高佑会 新政会 議決結果

報告第29号 自動車事故に係る和解について ○ ○ ○ ○ ○ 報 告

報告第30号 平成29年度黒石市一般会計補正予算（第５号）について ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

議案第85号 未来につなげる黒石ほるぷ子ども館保存基金条例制定に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第86号 黒石市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する
条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第87号 黒石市姥懐霊園墓地の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第88号 黒石市姥懐霊園火葬場の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第89号 平成29年度黒石市一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第90号 平成29年度黒石市国民健康保険特別会計補正予算（第２
号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第４回定例会の報告・議決結果と各会派の賛否一覧（○は賛成、●は反対）

次
の
意
見
書
を
、
関
係
行
政
庁

等
に
提
出
し
ま
し
た
。

◎
西
十
和
田
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）

建
設
促
進
に
関
す
る
意
見
書

国
道
１
０
２
号
は
東
北
縦
貫
自

動
車
道
弘
前
線
と
八
戸
線
の
連
絡

道
の
役
割
を
一
部
担
っ
て
い
る
ほ

か
、
北
海
道
新
幹
線
新
青
森
・
新

函
館
北
斗
間
が
開
業
と
な
っ
た
今

日
で
は
国
際
的
観
光
地
で
あ
る
十

和
田
・
八
幡
平
圏
域
へ
の
観
光

ル
ー
ト
と
し
て
、
ま
た
、
青
森
県

南
地
域
、
秋
田
県
北
地
域
の
山
間

部
に
お
け
る
災
害
時
等
の
避
難
路

と
し
て
も
非
常
に
重
要
な
役
割
を

担
う
路
線
で
す
が
、
豪
雪
地
帯
に

位
置
し
て
お
り
、
特
に
青
森
県
平

川
市
温
川
か
ら
秋
田
県
小
坂
町
滝

ノ
沢
ま
で
の
山
岳
区
間
は
、
毎
年

冬
期
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
冬
期
観

光
ル
ー
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
災
害

時
等
の
避
難
路
確
保
に
お
け
る
マ

イ
ナ
ス
要
因
と
も
な
っ
て
お
り
ま

す
。
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
の
た

め
に
も
、西
十
和
田
ト
ン
ネ
ル（
仮

称
）
の
早
期
建
設
が
実
現
す
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
も
の
で
す
。

◎
「
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
に
お
け

る
道
路
交
通
の
確
保
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」
の
費
用
の
補
助

に
係
る
措
置
の
継
続
を
求
め
る

意
見
書

人
口
減
少
の
進
む
当
市
で
は

「
黒
石
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」に
よ
り
、「
し
ご
と
」

と
「
新
た
な
ひ
と
の
流
れ
」
の
創

生
に
取
り
組
み
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
べ
く
鋭
意
努
力
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う

な
中
で
全
域
が
特
別
豪
雪
地
域
と

な
っ
て
い
る
当
市
に
お
い
て
は
、

冬
期
間
で
の
道
路
除
雪
に
よ
る
交

通
の
確
保
を
す
る
こ
と
は
重
要
で

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い

て
、「
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
に
お

け
る
道
路
交
通
の
確
保
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」
の
規
定
に
よ
る
費

用
の
補
助
に
係
る
措
置
が
平
成
29

年
度
末
で
切
れ
、
平
成
30
年
度
か

ら
地
方
負
担
が
増
加
す
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
当
市
は
も
ち
ろ
ん
他
の

市
町
村
に
と
っ
て
も
財
政
的
に
多

大
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
当
該
措

置
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
度
以
降

も
継
続
す
る
と
と
も
に
、
地
方
創

生
を
果
た
す
た
め
に
必
要
な
道
路

除
雪
に
よ
る
交
通
の
確
保
が
図
ら

れ
ま
す
よ
う
、
特
段
の
御
高
配
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

意

見

書



黒 石 市 議 会 だ よ り（3）平成30年３月１日

番 号 会 派 名
件 名

自民・公明
クラブ

黒石市民
クラブ

日本
共産党 高佑会 新政会 議決結果

議案第91号 平成29年度黒石市介護保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第92号 平成29年度黒石市水道事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第93号 平成29年度黒石市下水道事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

報告第31号 道路施設の管理瑕疵による事故に係る和解について ○ ○ ○ ○ ○ 報 告

議案第94号 黒石市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第95号 黒石市特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改正
する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第96号 黒石市国民健康保険黒石病院事業管理者の給与及び旅費
に関する条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第97号 黒石市一般職職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第98号 平成29年度黒石市一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第99号 平成29年度黒石市国民健康保険特別会計補正予算（第３
号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第100号 平成29年度黒石市後期高齢者医療特別会計補正予算（第
２号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第101号 平成29年度黒石市姥懐霊園墓地特別会計補正予算（第２
号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第102号 平成29年度黒石市介護保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第103号 平成29年度黒石市簡易水道特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第104号 平成29年度黒石市水道事業会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第105号 平成29年度黒石市下水道事業会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議員提出議案
第 ５ 号

西十和田トンネル（仮称）の建設促進に関する意見書の提
出について ○ ○ ● ○ ○ 原案可決

議員提出議案
第 ６ 号

「積雪寒冷特別地域における道路交通の確保に関する特
別措置法」の費用の補助に係る措置の継続を求める意見
書の提出について

○ ○ ○ ○ ○ 原案可決



⬘

市
庁
舎
耐
震
対
策
に
つ
い
て
。

庁
舎
機
能
分
散
後
の
状
況
と
新
庁

舎
建
設
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

⬙

庁
舎
の
機
能
分
散
は
10
月
と

11
月
に
対
象
部
署
の
移
転
を
実
施

し
、
業
務
開
始
後
あ
ま
り
時
間
も

経
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
の
と

こ
ろ
市
民
の
皆
様
か
ら
は
困
っ
て

い
る
、
混
乱
し
て
い
る
等
の
声
は

聞
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
時
期
に
よ

り
来
庁
者
や
業
務
量
が
変
化
す
る

た
め
、
１
年
を
通
し
て
状
況
の
把

握
に
努
め
ま
す
。
新
庁
舎
建
設
に

は
多
額
の
費
用
を
要
し
、
時
期
は

明
示
で
き
ま
せ
ん
が
、
小
学
校
の

適
正
配
置
、
給
食
導
入
し
た
後
、

全
体
計
画
の
中
で
検
討
し
ま
す
。

⬘

中
学
校
適
正
配
置
や
庁
舎
機

能
分
散
も
ひ
と
段
落
し
た
事
か
ら
、

そ
ろ
そ
ろ
具
体
的
な
新
庁
舎
建
設

の
時
期
を
市
民
に
示
す
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

⬙

庁
舎
の
問
題
は
市
民
の
皆
様

同
様
に
市
役
所
で
働
か
せ
て
頂
い

て
い
る
我
々
も
大
変
重
要
な
問
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
国
の
補
助
金
を
踏
ま
え
た
上

で
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
、
立

地
適
正
化
計
画
を
平
成
30
年
度
に

作
り
上
げ
る
事
を
目
標
に
し
て
お

り
、
そ
れ
が
あ
る
程
度
目
途
が

立
っ
た
段
階
で
市
庁
舎
に
対
す
る

取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て
議
論
で

き
る
状
況
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
市
民
の
皆
様
に
対
し
、

し
っ
か
り
と
し
た
説
明
を
す
る
と

共
に
機
能
分
散
後
の
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
整
理
し
ま
す
。

⬘

保
険
者
努
力
支
援
制
度
に
つ

い
て
。

制
度
の
内
容
と
交
付
額
は
ど
の

く
ら
い
か
。

⬙

国
が
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
の
「
健
康
の
保
持
増
進
と
医
療
費

適
正
化
」
等
に
係
る
市
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る
た
め
、
指
標
11
項
目
と

小
さ
く
分
け
た
44
項
目
の
実
績
を

点
数
化
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
市
町
村

に
交
付
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

平
成
28
年
度
交
付
額
は
約
５
０
０

万
円
で
県
内
で
ト
ッ
プ
で
す
。

⬘

そ
の
交
付
金
約
５
０
０
万
円

を
利
活
用
し
、
40
歳
か
ら
の
特
定

健
康
診
査
を
も
っ
と
若
い
年
齢
層

か
ら
実
施
で
き
な
い
か
。

⬙

若
い
年
齢
層
か
ら
の
特
定
健

康
診
査
は
、
早
期
に
異
常
を
発
見

し
、
早
期
治
療
へ
結
び
つ
け
る
こ

と
に
よ
り
疾
病
予
防
・
重
症
化
予

防
が
で
き
、
医
療
費
削
減
、
健
康

長
寿
へ
と
繋
が
り
ま
す
の
で
前
向

き
に
検
討
し
ま
す
。

⬘

中
・
長
期
の
財
政
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て

市
庁
舎
分
散
に
１
億
円
弱
の
費

用
を
か
け
た
の
で
財
政
的
に
は
10

年
程
度
は
こ
の
ま
ま
使
用
す
る
べ

き
と
思
う
が
、
今
後
考
え
ら
れ
る

小
学
校
建
設
等
で
財
政
健
全
化
上
、

実
質
公
債
費
比
率
が
平
成
32
年
度

以
降
も
18
㌫
を
超
え
る
こ
と
は
な

い
の
か
。

⬙

小
学
校
建
設
等
を
予
定
し
て

い
ま
す
が
平
成
32
年
度
以
降
も
実

質
公
債
費
比
率
は
地
方
債
の
発
行

に
県
の
許
可
を
要
し
な
い
18
㌫
未

満
を
維
持
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
も
財
源
確
保
に
努
め
、

歳
出
抑
制
を
徹
底
し
行
財
政
運
営

を
進
め
ま
す
。

⬘

８
月
21
日
の
環
境
管
理
セ
ン

タ
ー
爆
発
事
故
の
原
因
、
被
害
、

対
策
は
。

⬙

粗
大
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
爆
発

事
故
は
残
留
ガ
ス
が
多
量
に
入
っ

て
い
た
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が
原
因
と
み

ら
れ
、
爆
風
に
よ
り
破
砕
機
を
は

じ
め
プ
ラ
ン
ト
設
備
等
が
壊
れ
る

な
ど
被
害
額
は
約
７
５
０
０
万
円

に
な
り
ま
す
。
対
策
と
し
て
市
報

等
で
危
険
物
分
別
回
収
に
つ
い
て

の
情
報
を
周
知
徹
底
し
ま
す
。

⬘

地
域
力
向
上
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
公
民
館
職
員
の

待
遇
改
善
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
は
。

⬙

公
民
館
職
員
の
勤
務
は
多
忙

化
し
て
い
ま
す
。
待
遇
改
善
に
つ

い
て
は
平
成
25
年
度
に
臨
時
職
員

を
月
給
制
に
、27
年
度
に
勤
務
年
数

に
よ
る
昇
給
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
改
善
に
努
め
ま
す
。
資

質
向
上
に
つ
い
て
は
、
平
成
31
・
32

年
度
に
弘
前
大
学
で
の
社
会
教
育

主
事
認
定
講
習
を
受
講
、
取
得
し
て

黒 石 市 議 会 だ よ り 平成30年３月１日（4）

新
政
会

三
上

廣
大
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

一般質問は、12月15・18日の２日間行われ、９人の議員が市の諸問題についての質問をしました。



黒石市役所本庁舎

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

大
溝

雅
昭
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

工
藤

和
行
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）



も
ら
う
よ
う
協
議
、
検
討
し
ま
す
。

⬘

公
共
施
設
の
今
後
の
運
営
に

つ
い
て
、
市
庁
舎
機
能
分
散
の
状

況
は
。

⬙

庁
舎
の
機
能
分
散
は
平
成
28

年
度
か
ら
着
手
し
29
年
11
月
で
完

了
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
境
松
庁
舎

へ
は
利
用
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
よ
う
「
ぷ
ら
っ
と
号
」
の
停
車
が

決
定
し
、
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
市
民
へ
の
浸
透
、
便
利
性
の

向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

⬘

黒
石
ね
ぷ
た
祭
り
の
人
形
ね

ぷ
た
の
動
向
に
つ
い
て
。

⬙

今
年
の
人
形
ね
ぷ
た
の
運
行

台
数
は
３
台
で
し
た
が
、
来
年
の

運
行
台
数
に
つ
い
て
、
主
催
者
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
今
年
同
様
３

団
体
か
ら
意
向
確
認
が
と
れ
て
お

り
、
来
年
は
台
数
が
減
る
こ
と
は

な
い
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

⬘

市
と
し
て
人
形
ね
ぷ
た
を
製

作
、
展
示
、
運
行
す
る
考
え
は
な

い
か
。

⬙

観
光
振
興
の
観
点
か
ら
は
、

有
効
と
考
え
ま
す
が
、
ね
ぷ
た
小

屋
の
設
置
場
所
、
費
用
面
等
の
課

題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
可
能
性
を

模
索
し
ま
す
。

⬘

六
郷
小
学
校
給
食
用
厨
房
爆

発
事
故
の
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
。

⬙

六
郷
小
学
校
給
食
用
厨
房
爆

発
事
故
の
現
在
の
状
況
に
つ
き
ま

し
て
は
、
警
察
か
ら
「
捜
査
は
ほ

と
ん
ど
終
了
し
、
後
は
検
察
庁
の

判
断
で
あ
る
」
と
伺
っ
て
お
り
、

現
在
、
そ
の
後
の
発
表
を
待
っ
て

い
る
状
況
で
す
。

⬘

給
食
の
再
開
に
つ
い
て
。

⬙

平
成
29
年
12
月
18
日
か
ら
、

六
郷
小
学
校
の
給
食
用
厨
房
で
試

験
的
に
調
理
作
業
を
行
い
、
22
日

に
全
校
児
童
を
は
じ
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
地
域
の
代
表
者
な
ど
を
対
象
と

し
た
給
食
試
食
会
を
開
催
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。
教
育
委
員

会
と
し
ま
し
て
も
、
今
後
は
二
度

と
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
ま

た
子
供
た
ち
に
と
っ
て
安
心
安
全

で
お
い
し
い
給
食
を
提
供
で
き
る

よ
う
、
最
大
限
配
慮
し
ま
す
。

⬘

旧
東
英
中
、
旧
六
郷
中
の
利

活
用
に
つ
い
て
市
の
方
向
性
は
。

⬙

地
区
で
の
利
活
用
を
最
優
先

に
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
区

で
の
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、

よ
り
良
い
活
用
方
法
を
模
索
し
て

い
き
ま
す
が
、
利
活
用
が
見
込
め

な
い
場
合
は
、
売
却
や
貸
付
等
を

考
え
ま
す
。

⬘

新
黒
石
小
学
校
に
つ
い
て
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
、
地
域
住
民
か
ら

の
要
望
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

⬙

統
合
に
あ
た
り
対
象
の
３
小

学
校
教
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
区
協

議
会
代
表
等
で
統
合
準
備
委
員
会

を
設
置
し
、
要
望
等
を
集
約
・
反

映
さ
せ
新
設
校
の
事
柄
を
調
整
、

決
定
し
て
い
ま
す
。
要
望
の
あ
っ

た
各
校
思
い
出
の
品
を
飾
る
展
示

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
調
整
し
て
い

ま
す
。

⬘

市
職
員
の
再
任
用
制
度
導
入

の
検
討
に
つ
い
て
。

⬙

新
規
若
年
者
採
用
の
確
保
を

優
先
し
、
平
成
25
年
度
に
「
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
る
ま
で
は
再
任

用
制
度
を
導
入
し
な
い
も
の
と
す

る
」
と
の
方
針
を
決
定
し
、
制
度

を
導
入
し
て
い
ま
せ
ん
。
な
お
、

高
齢
層
の
職
員
雇
用
に
つ
い
て
は

平
成
29
年
６
月
に
政
府
が
「
公
務

員
の
定
年
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
」
と
閣

議
決
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
国
の

議
論
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

⬘

中
野
も
み
じ
山
に
つ
い
て
。

も
み
じ
の
木
の
現
状
と
維
持
管
理

の
方
策
に
つ
い
て
。

⬙

毎
年
５
月
に
遊
歩
道
付
近
の

点
検
を
行
い
維
持
管
理
に
努
め
て

い
ま
す
が
、
遊
歩
道
か
ら
踏
み
込

ん
だ
箇
所
の
状
況
調
査
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
老
木
や
枯
れ
木
を

伐
採
し
捕
植
す
る
こ
と
は
自
然
保

護
と
景
観
維
持
に
は
必
須
で
す
の

で
、
財
源
の
確
保
も
含
め
で
き
る

限
り
早
期
の
着
手
に
努
め
ま
す
。

⬘

小
・
中
学
校
通
学
路
の
安
全

性
の
確
保
に
つ
い
て
。

⬙

県
・
警
察
・
市
・
教
育
委
員

会
で
構
成
す
る
黒
石
市
通
学
路
安

全
推
進
会
議
に
お
い
て
危
険
箇
所

の
把
握
に
努
め
、
必
要
に
応
じ
修

繕
等
の
対
応
や
通
学
路
の
安
全

マ
ッ
プ
の
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
中
統
合
後
の
学
校
周
辺
道
路
の

混
雑
に
お
け
る
道
路
拡
幅
な
ど
の

ハ
ー
ド
面
の
整
備
や
除
雪
に
つ
い

て
は
、
地
区
要
望
も
踏
ま
え
各
地

区
で
の
優
先
を
考
慮
し
進
め
る
べ

き
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問

黒
石
中
・
黒
石
東
小
の

学
校
周
辺
通
学
路
の
危
険
箇
所
に

つ
い
て
。

⬙

教
育
委
員
会
と
し
て
も
把
握

し
て
い
ま
す
。
安
全
対
策
に
つ
い

て
は
十
分
検
討
し
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

観
光
振
興
に
つ
い
て
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
策
、
Ｐ
Ｒ
方
法
、
観
光

客
へ
の
対
応
に
つ
い
て
。

⬘

公
共
事
業
の
事
業
発
注
の
現

状
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
。

⬙

当
市
の
公
共
事
業
発
注
方
法

の
現
状
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
工

事
が
混
在
す
る
大
規
模
建
設
工
事

に
お
い
て
、
一
括
発
注
と
分
離
発

注
で
の
費
用
の
積
算
を
し
た
う
え

で
経
費
が
安
価
で
あ
る
発
注
方
法

を
採
用
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
入

札
参
加
資
格
登
録
業
者
に
受
注
機

会
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
分
離
分

黒 石 市 議 会 だ よ り（5）平成30年３月１日

高
佑
会

髙
橋
美
紀
子
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

大
久
保
朝
泰
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

22日に開催された給食試食会

黒
石
市
民
ク
ラ
ブ

工
藤

和
子
議
員

（
一
括
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

工
藤

俊
広
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）



割
発
注
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
が
、
事
務

量
や
経
費
の
増
大
を
招
く
こ
と
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
工
事
の
内
容
や

規
模
を
充
分
に
精
査
し
対
応
を
図

り
ま
す
。

⬘

災
害
時
の
避
難
所
運
営
の
現

状
と
今
後
に
つ
い
て

①
本
市
も
参
加
す
る
自
主
防
災

組
織
を
中
心
と
し
た
避
難
訓
練
を

実
施
し
て
は
ど
う
か

②
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
連
絡

体
制
に
つ
い
て

⬙

①
本
市
の
自
主
防
災
組
織
は

設
立
さ
れ
た
地
域
の
世
帯
割
合
を

示
す
組
織
率
が
72
・
９
㌫
で
あ
り
、

平
成
29
年
度
県
全
体
平
均
48
・

７
㌫
を
大
き
く
上
回
り
、
市
民
の

防
災
意
識
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。

自
主
避
難
組
織
を
主
体
と
し
た
避

難
訓
練
に
市
が
参
加
し
た
実
績
は

あ
り
ま
せ
ん
が
相
互
の
連
携
強
化

は
重
要
と
考
え
ま
す
の
で
訓
練
へ

の
参
加
、
協
力
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
災
害
時
要
援
護
者
の
方
々
に

は
登
録
制
度
を
活
用
し
、
連
絡
体
制

を
強
化
し
、
的
確
な
情
報
提
供
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
情
報
収
集
を
行
い

な
が
ら
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

⬘

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
と
観
光

黒
石
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
に
つ
い

て
。

イ
ベ
ン
ト
が
分
散
し
て
い
る
の

で
り
ん
ご
ま
つ
り
を
中
心
に
イ
ベ

ン
ト
集
約
し
、
り
ん
ご
ウ
ィ
ー
ク

を
開
催
し
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
図

れ
な
い
か
。

⬙

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
勉
強
会
は
多

く
の
成
果
を
上
げ
て
お
り
、
来
年

度
は
事
業
者
を
対
象
と
し
た
英
会

話
講
習
会
や
、
外
国
語
表
記
の
周

遊
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト

集
約
に
つ
い
て
は
、「
り
ん
ご
」と

い
え
ば
黒
石
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
力

を
確
立
さ
せ
、
他
市
町
村
と
の
差

別
化
を
図
り
、
黒
石
の
ブ
ラ
ン
ド

構
築
に
活
用
で
き
な
い
か
関
係
機

関
と
も
連
携
し
調
査
・
研
究
を
行

い
ま
す
。

⬘

①
就
学
援
助
事
業
の
新
入
学

児
童
生
徒
学
用
品
費
を
前
年
度
支

給
で
き
な
い
か

②
自
校
方
式
３
校
の
学
校
給
食

費
が
県
内
２
番
目
に
高
い
。
補
助

金
を
支
出
し
、
給
食
費
を
下
げ
よ
。

⬙

①
本
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な

形
が
い
い
の
か
最
善
の
手
法
を

探
っ
て
お
り
、
速
や
か
に
実
施
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
学
校
給
食
費
は
各
学
校
で
組

織
す
る
給
食
運
営
委
員
会
で
決
定

し
て
お
り
、
給
食
費
の
補
助
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。

⬘

黒
石
ほ
る
ぷ
子
ど
も
館
は
建

築
家
の
視
点
と
教
育
や
福
祉
に
関

わ
る
人
た
ち
の
視
点
を
融
合
し
て

宣
伝
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
ど
の
よ
う
に
保
存
し
て
い
く
の

か
。

⬙

今
定
例
会
に
子
供
た
ち
の
健

や
か
な
育
成
に
寄
与
し
て
き
た
黒

石
ほ
る
ぷ
館
を
後
世
に
保
存
し
、

活
用
し
て
い
く
趣
旨
の
も
と
「
未

来
へ
つ
な
げ
る
黒
石
ほ
る
ぷ
子
ど

も
館
保
存
基
金
条
例
」
を
提
案
し

ま
し
た
。
こ
の
基
金
を
有
効
活
用

し
修
復
、
保
存
し
て
い
き
ま
す
。

⬘

新
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

国
民
健
康
保
険
の
県
単
位
化
に
つ

い
て
。

①
減
免
制
度
は
守
ら
れ
る
の
か
。

②
国
民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ

は
回
避
す
べ
き
。

⬙

①
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

や
法
定
減
免
・
国
民
健
康
保
険
法

第
44
条
の
一
部
負
担
金
減
免
制
度

等
は
今
ま
で
通
り
維
持
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

②
基
金
な
ど
を
活
用
し
て
値
上

げ
し
な
い
よ
う
努
力
し
ま
す
。

⬘

黒
石
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

の
再
開
の
可
能
性
に
つ
い
て
。

⬙

平
成
22
年
時
に
は
天
井
等
の

改
修
費
が
約
１
８
０
０
万
円
で
し

た
。
更
に
現
行
の
消
防
法
に
よ
る

冷
暖
房
、
空
調
設
備
等
の
改
修
費

用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
小

学
校
の
新
築
増
築
が
終
わ
っ
た
段

階
で
再
開
に
係
る
概
算
額
を
算
出

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⬘

平
成
29
年
度
主
要
施
策
の
進

捗
に
つ
い
て
。

⬙

「
手
話
言
語
普
及
事
業
」
に

つ
い
て
は
手
話
講
座
を
小
学
校
３

校
２
事
業
所
で
実
施
し
ま
し
た
。

「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
に

つ
い
て
は
現
在
１
１
６
人
に
子
育

て
応
援
利
用
券
の
交
付
が
決
定
し

て
い
ま
す
。

「
産
学
官
連
携
新
家
畜
導
入
研

究
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
事
業
予

定
者
２
人
が
め
ん
羊
を
導
入
予
定

で
す
。

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
取
組
体

制
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
勉

強
会
を
３
回
、
外
国
人
向
け
の
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
と
宿
泊
ガ
イ
ド
英

語
版
の
説
明
会
も
開
催
済
み
で
す
。

⬘

「
土
木
支
給
事
業
」
の
実
績

に
つ
い
て
。

⬙

10
地
区
中
２
地
区
実
施
し
ま

し
た
。
来
年
度
は
更
に
広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
周
知
や
地

区
へ
の
説
明
を
行
い
、
ま
た
「
土

木
資
材
に
限
ら
ず
幅
広
い
用
途
で

活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
」
等
の
要
望
に
つ
い
て
も
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
発
揮
で
き
る
事

業
と
な
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

⬘

黒
石
市
表
彰
に
つ
い
て

対
象
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

の
で
表
彰
条
例
の
見
直
し
が
必
要

で
は
な
い
か
。

⬙

近
年
、
継
続
し
て
同
一
業
務

に
従
事
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ

て
お
り
、
表
彰
基
準
を
充
た
す
者

の
減
少
が
受
賞
者
の
減
少
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
分
野

に
よ
っ
て
は
ま
だ
ま
だ
候
補
者
が

存
在
す
る
と
思
い
ま
す
の
で
今
後

も
発
掘
に
努
め
ま
す
。

黒 石 市 議 会 だ よ り 平成30年３月１日（6）

日
本
共
産
党

工
藤

禎
子
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

中
田

博
文
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

黒石ほるぷ子ども館



黒 石 市 議 会 だ よ り（7）平成30年３月１日

【「議会広報」作成に係る先進地視察について（白山市）】
近畿市町村広報誌コンクールに於いて２年連続優秀賞に輝いた石川県白山市で研修
を受けてきました。「議会だより」を作成するにあたり、紙面や構成のバランス、原稿を
書くポイント、読みたくなる見出しなどを研修しま
した。特に感じたことは、研修先である白山市の議
会広報は、写真が目を引くカラーであり、文言を少
なめにして紙面に余白を多くすることであり、市民
にとっては非常に読みやすく楽しいものでした。私
たち編集委員も限られた予算の中で市民に読みやす
く分かりやすく親しみやすく思いが伝わる「議会だ
より」を作成するよう努力したいと思います。

議会だより編集特別委員会
工藤 俊広・工藤 和子
今 大介・髙橋美紀子
三上 廣大

視察先
石川県白山市

（平成29年11月20～21日）

●委員会活動報告

２月５日、民生福祉常任委員会（大溝雅昭委員長）は、就労継続支援Ｂ型事業所「せせらぎの園」、特定非営利活
動法人「あおぞら作業所」、黒石市児童デイサービスセンター「天使の森」の視
察を行いました。
「せせらぎの園」、「あおぞら作業所」では天ぷら粉の袋づめや精密部品の組
み立て、木工製品の製作作業等を職員の皆さんと一緒になって行い、それぞれ
の力に応じた生産活動をとおして、社会的な自立を目指していました。
「天使の森」では利用者である児童の皆さんの活動と福祉サービスの利用状
況について施設職員より詳細を伺いました。
視察終了後は社会福祉センターで社会福祉協議会鳴海勝文会長をはじめとす
る職員の皆さんと、包括支援に対する今後の見通し等の意見交換を行いました。

【民生福祉常任委員会活動報告】

あおぞら作業所での視察の様子

【文京区議会における「通年議会制の概要」について（文京区）】
東京都文京区議会はほぼ１年間を議会の会期とする「通年議会」を平成26年５月より
実施しています。
通年議会のメリットは議長が必要に応じ、本会議を随時再開できるため突発的な災害
や、緊急を要する行政課題等の発生にも迅速に対応できることです。更には、首長の専
決事項を少なくする事ができ、議会審議が深まる等があげられます。
一方でデメリットは通年開催となるため、経費および対応にあたる職員の負担が増え
る恐れがあるということでした。また、一事不再議の原則（※会議が非能率とならない
ために、一度議決した案件と同一の案件については再び同一の会議中に議題として取り
上げて審議や議決を行うことはできない。）に対する対応等の課題も見受けられました。
当市とは議会の運営方法が大きく異なりまので、今後も更なる研究を行います。

自民公明クラブ
村上 隆昭・中田 博文
村上 啓二・工藤 俊広
大溝 雅昭・大久保朝泰
工藤 和行・今 大介
北山 一衛

視察先
東京都文京区

（平成30年1月23～24日）

●議員活動報告

白山市での視察研修の様子

【「廃校の有効活用（本部町）（今帰仁村）」
「名護市農産物６次産業化支援施設拠点整備事業（名護市）」について】

本部町では、廃校の小学校を住民が立ち上げた企業へ貸付契約し、民泊の受け入れ事
業として、修学旅行生の体験学習等に利用していました。今帰仁村では、廃校の小学校
を活用して農業生産法人が運営する体験型食育農場
ヴィレッジを視察しました。本市の廃校を公益性の
あるものにするには若い人やファミリーがリピート
するような活用方法が望ましいと思いました。
名護市では、一括交付金の活用により６次産業化
と観光を融合した複合施設「なごアグリパーク」を
視察しました。６次産業化による農業の活性化を推
進している施設でした。

日本共産党
工藤 禎子

高佑会
髙橋美紀子

視察先
沖縄県名護市
沖縄県本部町
沖縄県今帰仁村

（平成30年2月14～17日）

●議員活動報告

なごアグリパークでの視察の様子
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１月26日の午後６時から黒石市議会報告会が
開催されました。初めに北山一衛議長による９
月、12月の議会報告を行いました。そのなかで、
秋田県大館市、小坂町を含む黒石市近隣の９市
町村議会議長が同盟会を結成し、「西十和田トン
ネル（仮称）の建設推進を求める意見書」を青
森、秋田の両県に提出したことを報告。
続いて、平成29年度の決算報告を工藤俊広決
算特別委員長・大溝雅昭同副委員長がそれぞれ
報告しました。
最後に参加者の皆さんと意見交換を行い「市
内にお産できる施設がないので再開にむけて真
剣に取り組んでほしい」、「観光客に対応できる
宿泊施設を市街地に誘致しては」などの意見が
出されました。
市議会では、今後も参加者の意見を受け止め
ながら議会、政治に関心を持っていただけるよ
うに努めてまいりますので、次回の議会報告会
も多数の参加をよろしくお願いします。


